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This record is describ巴das a standard table of postoperative diet for Japanese, 

judging from the literature available on this subject, ancl also bills of fare which 

contain higher calorie, protein and vitamins, according to its principle of this table. 

It is very difficult to describe the standard postoperative diet of various kinds 

of operation, for, the conditions of postoperative patients are not always identi-

cal even in the cases of the same operation. Therefore, this table should be used 

according to the conditions of each patient. 

This table of postoperative diets is only one model and should not always be 

utilized as the adequate diet for every case, and if the menue is not always used 

in the order of this description, but used simply as cooking methods of a post-

operative diets, according to the condition of the each patient, this report may be 

available for almost all the postoperative patients to prevent the postoperative 

complication and to maintain their nutrition. 

1 まえがき

消化管系統に手術を行つ／ニ際その後，経口的に食事

をとらせる立場からすれば，之を如何にした らよ い

／日、．

諸家の外(ft;Jを食餌の装準を見る時それは蔵人；境様とい

う感がある．この事はその拠り所Tこる一手術後の各1悶

休の症状．術前に於ける休力の状態，手f:i:S：，体質など

の：凡て異る為と見られる．それ放に Bierも術後食餌

の通則は得られないと述べている．それにも拘らず否

々は文献的考察の下に術後食餌の茶、準を求めて見Tニ・

2 間切除術後の宜餌

文献ヒ諸家りj；包•!ti；：な一覧すると第H受の如くなろ．
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でも 200cc迄は与えるべをだと強調している． 更に

Sohl bergは悪心恒吐がある中にも与えてよいという．

その理由は術後の悪心鴨吐とは腸の逆鰭動によって説

明され得るものである．しかし Alvarenzの Gradient

theoryによれば食物を与える事がこの逆嬬動をなくす

るよい刺戟である．だから食物を与える事によりむし

ろ術後の悪心，l1l!f吐に対し良い結果を及ぼす．それ故患

者が求めれば直ちに与えよという． かく考える時術後

の恒吐，悪心なきとき渇に応じて少量の番茶などを投

与する事は寧ろ良い結果を及ほすものと思うが而し当

日は悪心あり腸嬬動のないのが普通で胆汁，十二指腸

液の胃内務沼もある事だし，手術当日は絶食とすべき

手術々後食餌表と献立表の一試案

Ill手術当日より食餌を与え，食物硬度の点でも早期に

始めるものと，（2）逆に非常に遅らし会粥に進めるもの

と，（3）その中間として手術当日は絶食せしめ8～9日

目に減食にするものの3穏が為る．

最初の食言耳投与の時期に関し：先ず問題となるのは，

(1)縫合不全の危倶，（2）怒心恒吐，（3）.腸嬬動の3つである

と考える．縫合不全の危慎より昔は媛膜菌の癒着時期

や腸嬬動の見地より術後2日聞を絶食としたようであ

る.・Nordmann はこの点に関して当日より流動食を与

えることを強調している．その理由は術後食物を与え

なくても胃内には胃液や血液，その他唾液の嚇下など

で液があり，筆ろ麻酔や"16i.吐が消失すばれ24時間以内

いl’11I却 I（宵｜原｜高橋IT 11波痕時）｜ ｜ 

-=I I ｜術後12日寺附
4時間留経食｜絶食｜管より茶少
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Moserは理想的術後食品と［士残i宰iJ-'v＇く細かく岨鳴
嚇下しやすい柔かな東lj戟の少t，、公品℃あるという．術

後理想食品の点から見ると；，食品の薬理的作用から

見るとさE先ず注意すべきは牛乳で， Schurは胃部膨脹

せしん，下痢をおこすこと主j占 ：， Jarotzkyは凝固

物か胃に長く残り負担となるという．その他の諸家

も一様に牛乳が胃部膨脹感，叩；吐を起すことありとし

第22巻日本外科宝l函

胃切除術後ti~2日約日献立表

時間｜（糊名）材料 I~~陸宮哲I~ ロリ
自主上」盤旦主主旦宅盗L上~上－ι」 IO
IO附＝｜愛子シロヴぷ I~g I I i 
12時 l •T\ I砂採味付け 「マ万一「←了一寸
I r抑＇：（~入り設，j易） I 30 I I I 

14附， I ＜ づ粉 I 2 I I I 
務 I10 I I I 

16時｜よいー引 i8I fl 
18時 I~D玄をの草案 I ~g I I I 
~－＼盟品工t1ig＿，＿トlふ

表 胃切除後第4日約日献立表

flU.名）材竺JJ:l医慨ど
湯 I50 I 0.1 I I IO 

ず 湯lI 50 I I I 
ず I 2 I I I 7 
糠 I2o I I I so 

茶少 k I I I I 

ートミー引1Yrrrr「下rr
主主空互l］~担割笠｜認
モンシロヅ言 ｜ 

湯 I100 i I 1 lH 

ん；~ 11認｜。引 I20 
I 600 I 3.3 f 5.8 i 477 

が通則だと考える．一方麻酔の点から見＼：青汁土多く

の全身麻首1~を用いていず，只局所麻酔による回痛順吐，

悪心等の副作用の問題があるが之も極めて稀な事で苦

々の通則を求める時には考慮の必要なさものと思う．

その食餌硬度の問題に関LI京氏： l，実験的に早期よ

り固形物を与えてもその胃創面の治癒にはあま り影響

なく， Nordmannも叉同様4日目より朔食を与えて決

して悪い結果はなかったと述べている．一方棋の時期

を2週間後にまで遅らすものもある．しかし一般には

消化の点，創面治癒等を考慮して多くは8～9日よ り全

訴に移行してL、る．吾々も胃潰場の治療の易合を考慮

し，その時期は7～8日目にした，子安ヤ：栄i¥-'l上から

も適当と考える.］！！？亡胃l主切除：ニkり小さくなり且つ

収縮状態におくことにより創菌は早く治癒する．それ

放に一般に食認をヤHつゥ数｜叫二分与し，＼forrisonは

この｝j法な四週間継続することを奨め有光氏もこの時

期を胃の盈的適応の時期と見なしている．吾々でも亦

この分与法を行うべきあると考えゐ．

以上の如さ（1)術後のn区吐悪心。面，（2隣合部の安全

性及U治際の面，（3）麻酔の面，（4）切除胃の量的適応性

の函から第2表の如；者食餌基準を求＇ .oiニ．
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第3表
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一司プ寸一一 I 200 I ｜一一「56一

第4表 胃切除術後第3日以J日献立表
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一方消化の面から見るとき，術後の消化力や肝機能

;') 低下等を；：；えるに術後日光.）＂消化され易い直接エネ

ルギー激．となる含；｝（茨素が選ばれるべく，一定の消化

力回復後は蛋白質γ．カロリービタミンの多さ脂肪に

よ ら栄i~補給んじ与え ~...＞ ~L <J ・

」 1」栄誌の面から見る時 MorrisonによjL：王手術患

者の安静状態ではその必要frtは1日PerKiro 2日ca1-c
SOI、g~＇.＞ 人でJ 500cal蛋白質I ~（＞0～ 1 SOgr・ c, 29grf引も ，
蛋白制限は短期間では告にならぬと；：：：れている．特に
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第13表諸家小腸手術後食事lj:表（切除及び晩合術後）

有 光 氏 Nordmann Morrison & Friedmann 

芸品目 ｜ 総 食｜絶 食 lnJ!E~t:が取れれば紅茶ーヤジづっ｜絶 食

物2日 I•f\i仏茶 200cc 番茶虫湯｜慈心n庖此なければビスケット｜流
I rf~汁など I IL 

動

3日
J:'ft湯 300cc ,-.-7・50

｜全牛乳 50cc
_. E・4号J ピスケット等をも与える

4日

5日

車jJ,寺400cc zープ lOOcc
I iTI 卵黄1ケ牛乳 150cc

_if｛湯 500cc 卵背1ケ
スー 7・150cc 牛乳 150cc

iおl 卵黄を「プイヨγJ’l’にか
きまぜ全jfi:印O～700cc

三分粥

流動食に柔かいも

のを少しづっ，牛

乳は数日さける
6日
五分粥 BOOcc 牛乳 250cc
卵黄3ケ

7 日｜七分~8叩cc 牛乳 3般 C
卵黄ケ

五分射

七分別

刻んだ，すりつぶした馬令

暮，競卵，白パシ等を与える 軽い 1~·1形の食物（挽き肉野
菜zープ守を始める）

8日I 1伝ーill!粥牛字，L柔き事池If身の少量加1
?, ，卵 芸品設 普通食

9日 主主き肴，その他BBにl司じ

10日
I面l ヒ

13日

14日 米 飯 ＝~~： ill! -1j・

3越後
肉食 を 始 めより

近時蛋白質の問題は盛んに論じられこれの充分なる補

給により細胞の活動は盛んになり，創面治癒は速かに

なるという．しかも Keetomによれば手術等による負

の窒素平衡は組織勝滅やメタポリス’ムのみならず窒素

代謝会体のと昇であるという．しかもそれは術後第1

日， 2日に於て著明で5～6日続考更に窒素渡失は手術

侵襲後長くつづく，しかもこれに対しては蛋白食のみ

が有効だという．斯る点より見るとぎ苔々の食調は出

来るだけ早く充分の蛋白を与えねばならぬ事となる．

しかもカロリー不足山）~合に蛋白質もエネルギー瀕と

なることを思え：ど，他のカロリー源も早期に供給しな

ければならぬわけあでる． ． 
以上の如き諸種観点から苦々の外科的函より見た食

餌主主準に従い第，3～12麦の如き献立表を作った．

この表に於てカロ リー．蛋自の点も出来るだけ充分

与えるようにし，先ず1週間白色＇iで必要量に到達し得

た．而しこの一週間の不足に対しつt，非経口前投与

；供例へば導官7注入決， (Ir.tubing Feeding）主主により

蛋白やカロリー♂パ、！止を補わ／l（まならぬと思う．そし

てこの献立表はカー ド式と－1ればその食,Pt］置のみ変更

する事によって多数の他の手術にも利用され，叉症状

：ニ1心；じて術i直後近〈内食訴に院す謙治：出来るiョけであ

り，年令f~＇質にも rt；ずる事カ：出来ると恩九

)Ci' J!!i11":で，~~l土刻まなくてよ、、

・－

3 小揚切除箱、吻合術後の宣餌

小腸手術の食餌条件が胃手術後の食餌条件と異る所

は手術部地に達する迄に食物が或る程度消化され，叉

1回の食餌量の影きょうが胃切除の場合よりは少くな

る事だと思う．勿晴小腸が非常に長く切除されたり，

空腸始部の手術等に対する時は条件外と見て食餌基準

を定めたレ．

今諸氏の小腸手術後食言耳基準を表示すると第13表の

如くなる．

第14表小腸手術（切i除吻合等）後食餌表

食斜線級 11日放｜投与 b 法
当日 絶 -:&-; 

2日 茶》えは ：.J¥iお 200cc 少放づっ？子2時王子与
3日 t彪 警官 食 500cc ゲ

4日 I応 野j 食 700cc ，， 

三獄ド流動＼－t（三分
5日 I > !.l~i l, 'l'I.:t: ス I 700cc1 ’P 
- 7＂ ＇.•；苛丸 l(f,'/J; :0 

6日 4主流動食乳（五
分桝）牛

1200ccl ノノ

7日 午流動食（七分粥j

ル10日 。 （全財） 主主主益 ゲ

11日行・ill!食 （:f;-f,d ゲ ll 'l日年分与 ( '1-[!11) 
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Nordmann 氏威氏光｜井上氏｜有

削除明＼；＜~ ： 霊協・200～500cc流草色

ビスケットプイヨ：＿， (Rj/; 
Ji旨）スープ夕方に淡い粥

ノマタ ー附白パシ
動

卵リンゴ粥 l勾スー 7・

す りづぶしたリ y ゴ

ノh

Iも

軟
か
い
・
笈

併

三分粥

五分粥

七分粥

千年j血食

、
四
日
流
動
食
、
漸
次
粥
一
良
に
移
行

牛乳茶エー 7•
相当fii:
夕方 λ ー 7•

if'.d\l~ i·: スープ
スリップy !I I長J

スリップシタ r1~ 
馬令暮粥
白主 Jlk 1主

！日］

_t 

ーヒ

l••l 

•H j!,j :Lllllcc 
;;・,; 100cc 

汀• ;!,j 500cc 
スー 7・200cc
！（二千LlOOcc 

｜ 三分弼 GOOcc
子、 ユー7・200cc
i'IヂL200cc~B 1 
五分lN700cc 
: ;<.-7’ 200cc 
，・十字L・＇lOOccJJB 2 

1全日当 ？ね
iλープ’l・:fl辿：1::

会 粥，刺 :l'.J
'J]}来少 ・：，；

全粥行池：，：・

ーザ

引を
切F

‘t’ 

2日｜占

3日｜全

~ill 4日｜恐喝

5日

6日

7日

日・iill食

虫兎炎手術後食官ii:表

ー↓一
2

3

4

5

6

7

口
u
口
川
口
M

口
u

口
M

白
川
口
u

’F 
コ、fι
II 

第17表

第16表

お日

多くは8日位で、普通食にしている．一部の人 7・2
週間後に普通食の時期をおくらしている．否々の食餌

表によるときは会械で充分な蛋白とカロリーを保持し

得るので腸切除後の下痢等を考慮に入れ普通食の時期

を中間説として11日位と しfこ・（11支）

’F 

流 食

Morrison 

動

務家結腸手術後食官I~表

悔し、 l~;J形物 （野梨
県実を避ける）

援 下 )ff!Jを始める

7 

Wlt(1:, (1）如何なる食物も局所に米る頃には殆んど凡

て半流flJ{-1；となる こと，（2陪腸は小腸の主r~ く縫合後癒

合しがたし斗（，(3｝奨塊によ り局所が影~ょ うされる故，

7，~塊を多〈 作るf:t竹， 便秘し易い食物はさけるこ と．

(4）更に結腸切除等により水分吸収が不充分となって下

制しゃーJ-くなることであろう．

14 

諸雪之 1.' J虫垂切除後の食餌表を一覧する ι：；＇） IS表.；＇ •如

くなる．手術翌日よ り普通食を与えてよ山という者，

B～9日で普通食？こするもの，その中聞のものが見られ

る．翌日より食慾に応じて...;/fr，固形食の区別はしな

くてもよいという盛氏の理由は， 11）明食も図形食も盲

l弘 二迷j；；：，頃＼ニl士殆んど同じ状態にある.(2）正規の手

主l:iぷ行なわれておれ戸図形物を筏つTこからとして腸内

圧が高まり腸が破れろ心切はない.(3）消化される場所

は局所よーり口腔側にあるし，炎症産物による消化医者碍

があっても1～2日にすぎないから食慾に応じて与え，

図形物『昭氏Ci）区別は何も云Iう必要はないという．しか

L f,1:1 iキ2～3Ui土炎症産物により消化障碍があり，休温

ら下降の時期も5～6日ι．多 し この間食訴の主主と質を
減Llj’＇.）；..＇＞i;)G;l!iJ, I句f気の状態により質と祉企指すという

;(:j: i味方‘ら~＇;H1;!:: ： · ） ~~I くした．
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口
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幸
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虫垂切除後の主主鐸4 

結揚手術後の宣餌

話茨の結腸手術後の食部を友示すると第17表。如く

な ノ・結腸手術後食餌のより所となる糸「／：ν；〉主；なる特

食餌衣

｜高橋氏｜ 調氏 11ii：~isl

垂．炎

竺~l
l夕方61同様｜
1～3附毎lOcc I＇昨酒食も可

（適当量）

12時間後に日直O.t悪心なき時，番ヲiち少量

流動食，主主巻f詮，告書2～3時与

” ””‘  
"I三流動食（三分粥程度適当：fit）適時分与

ゲ （五分粥程度 ヴ ） ゲ

（七分剃程度 ゲ ）

iill 食

5 
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が完成に近づいた時に守るべきものと思う．

斯る観点より吾々は第18表の如き食餌表を作った．

手術々後食餌表と献立表の一試探

諸家直腸手術後食餌表

当
2

3

4

5

6

7

8

第19表

［有元］
日｜流動食（重湯， i 
BI＇昏茶，呆汁，牛 ！
日｜乳等） ！ 

日i五分献は糊 ｜牛流動食（卵白肉rH:.:E
日z粥 ！とする）ミルクをさける

日i i軟食.IBJ-策スープ，牛乳
日｜粥食希米飯 I；~＂~~i・7み勢佐
日i i寒天ゼリー

（切除術後）

食重h

Morrison 

流

このような意味で諸家は線維多きもの， .li!Pち野菜，

生果実等は大量の糞塊を造り縫合部の障健を与え，大

腸の大t,な活動を要求し，異常醗酵を起しやすいとし
てこれ等をさけている．叉便秘を防ぐためにMorrison

は8日以後， Pendelは術後12日オリーフ7由を与える事

を奨め，有光氏は緩下剤を与えている．

大腸が小腸等に比ーし縫合後癒合しにくい点に関して

は術後初期に於ける食餌保護により防ぐ事が出来る．

叉下痢は水分節制により防ぎ得るが斯うすれば硬

便，便秘を防ぐ事の逆効果となるので海軍ろ局所の治癒

第18表結腸手術後食餌法

直腸形；切除術後食餌表

当

2

3

4

5

6

7

第20表

｜制l骨五ス－，
日jn医此悪心なき時茶少量記帳吐息むなき時茶少量

日：流動食適時過最｜流動食適時過最

日！粥食三分粥 ゲ t流動食又は三分現唱。

日l七分粥ゲ 五分粥ゲ
日！持遁食。 1粥 食

日｜ ｜

日｜ ｜普 迎

背目集合併術式

’F 
，， 

茶， fil滋少f託（悪心暗ritなき時）
流動食（適時過貸）

向上

.q~流動食（三分粥程皮）池時過量

ゲ ｛五分粥程度）野築果実をさけ
るオリープi1h4三匙適時過lrl:

三｜主流動髭（七分粥程度~. !Ill・・菜果食をさけ
るオリープiM~匙泌1時池誠

牛流動食（金粥）野菜果貨をさけるオ リ
ー7・T尚三l主匙i&日守主主蛍
－~~飯軟寄芝オリーゥ＇i1h （野菜果実をさ ける）

干｛「泡露（水分の館i制） （ 。 ） 

日
H

口
同
口
同
口
同

日

日

日

8-14日

15 日

当

2

3

4

5 

6 

7 

’P 食

第 21表 治家痔核子術後食餅表

｜ 古典的法 ｜ ｜ ｜ 有光ユヨノレ 高橋｜（慶大）井 上｜ Morrison 光有

感心、H険l：なき／ミ Jレクをさ L
時流動食 1ける ／ 

食動流

食

（籾）五分粥（タ）全財

動流食す；＠.

占
出

主E

流

絶

粥食卵ず｛牛礼~－ 7・

向上

柔かい刺身等｝Jiii成す

~r~. 

ill ( 3日日ヒマシ泊涜腸）

I喝

干1粥食

形
明暗

タド－

日

口
同
口
同
ロ
H

口
H

口
H

口
U

口
M

ロ
同
日
H

動

食

食

2

3

4

5

6

7

8

9

m

 

塁手

!li!J 

食

食食部：混食
飯

表餌食後術'+・ 核痔第 22表

ホワイトへツド氏法 T術後食曾1・

術後12日寺｜旬以後五！；＇；心H笹川二なき時流動食

流 動食 （適時過宜量）

ゲ（ゲ）

金粥，秋楽 （ ノノ ） 

ゲ（。）

託 ill!食茶 （ ゲ ） 

｜ 保存的痔核手術時金官ヰ
ミ与 日 ' 術後121時間以後怒心n匿叱なき時流動食

2 日 ！全射軟来通時過最（果物野菜をさく）

3 日！ゲゲ 。 （ ゲ ） 

4 日 ｜管沼食 ゲ（ ゲ ） 

5 .日

6 日
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6 宣揚手術後の食餌

直腸手術後の食餌条件は結腸手術の食餌条件と殆ん

ど問じであってよいと思われる．今有光， Morrison 

両氏の広準を一覧すると第19表札ノ如くなる．吾々は直

腸f菖の手11~で而も人工紅門を先に造設してある場合に

就いて。，j·r~依ずる：ニ，食物自身の直篠影きようなを故，

その手術侵襲自身による胃腸障鰐を慕準として眺めて

第20表の様；こま突入た．

7 痔按手術後の食餌

諸氏のJ;r；準を表記すれば第21表の如くなり・近時早

期より食訴を与える傾向にあ心．その理由とするとこ

ろは1週間しても創面肉芽及び再生上皮は感染予防の

｛ま味に於いては未完成であり，数日間も便秘、さすとか

えって大使により壁が拡張され締裂を起し疹痛を来す

ので従来の1週間便秘さす法は悪いというにある．吾

々は保存的痔核手術の場合と，ホワイトヘヲド氏法の

易合に分けて考察し，高ii者で（土諸氏の述ぷ：る通りであ

ると思う．ホワイトヘヲド氏渋，＇）場合は1週間の使艇

を守らんがために古典的渋を行う人もあるか，大使の

硬度，創面の状態を考慮し4～5日便秘せしむればよい

との考えの下に第22表の如く試みた．

8 鼠径ヘルエア手術後宣餌

鼠径ヘノレエヤ手術々後の食餌として還納性の場合と

椴願性で腸切除せるとれま当然異なり，後者に音色ては

腸切除術々後の食訴と一致すべきであろう． 前者心i易

合は勿論特別なる事はなく，只術後の食慾消化力の減

退等カ。条件と考えられる． 今，井上，有光府氏等の基

準を示せ：ti;ff,2'.lj賢の如くなる．私等もそのような条「l二

JW ~，， '.1~ 1：，~下降， f工慾憎i隼；·＿，日寺期を茶準として同表に

第23表鼠径へJレュヤ手術後食餌表

升 ーヒ 氏 ｜有光氏 ！吾々の基準

当日 ｜惑崎nt 2～3日 悪心曜日七すよく
ば1Jt:茶 If帯茶

2日｜流動メ 流動食 流動食（適裁）

3日 持j 1主
ビスケット

粥食（ ゲ）粥食

4日 a” [_ 
F前： ~I} ~~ 5日 ｜

6日 jffi i~ ;r_i:i 

i£ 司と

示した如く井上氏の爪準ー二合致しfニ・

9 胆謹手術後の宣餌

胆道手術後食餌としては食餌ょの観点から胆汁の通

過障碍なく胆石症でない易合とそれ以外の凡ての場合

の2通 りに分けて考えてよいと思う.HiJ者の湯合は有

光氏は幾分臆肪を制限した胃腸吻合術の場合の食餌に

牛乳，卵黄を与える時期を1因企まくらした食餌法を取

っている．氏の食餌法を表示すれば第24表の如くな

第24表諸家胆察手術後食官If表

I合光IFriedma品店isonI Nordmann 
1 日｜胃腸吻合｜記号~－＂~首2会；；~1 茶却O迄
｜術後の食｜による）流動物 （ミ ル｜ビエケット

2 日｜ ・ ｜ ｜
｜曾践によ｜クをさける） ｜プイヨJ
｜ ｜ ｜重湯白パY

3 日｜る ｜流 動 食 ｜ューフ

1 日｜牛乳卵は｜向 上

5 6日11日お〈｜軟 食
軟い米飯以
下硬1-JtJi腸

9-11日｜らナ． 軽い附形 食 I~手術に同

る．叉蛋白消化力の減退を考慮して蛋白質も多少制限

じている．後者，.＇ J場合（土肝臓自身が障碍されているか

胆道内への掛膿管の婦人によーって胆汁が2週間位腸管

への流出が完全でない事力白多＇..更に Rothschildと

Rosenthalは胆石症で胆議Im;手術後多くの例に血中コ

レステリ ン過剰症を見， WilenskyとRηthschildも胆

石症の多くにヨレステリν代議樟碍のある事を見てい

る．そして胆石手術後の再発の多くはこれによるとL、

う．しかも之絡は術後脂肪食の制限によってさけ得ら

れる問題である．叉肝機能障碍あれば蛋白質の撲取も

幾分制限せねばならぬわけである．以上の如き観点か

ら吾々は第25表のような食餌表を試みた．

第25表胆誕手術後食餅表

語番 目 怒心n医院な〈ば番茶少i』t
2 日 重湯趨 f置
3 日 ’P 
4 日 三分粥（無脂肪茶）適量

5 日 五分粥（ ’F ’P 
6 日 七分粥（ ，， ）ゲ

7-10日 全粥（ ，， 

11 日 /f;'j!1j食 （ ’F ’P 

10 胸廓成形術及び肋膜外合成樹指球充填

術後の章餌

これら手術の場合［こ直後手術による影trょヲは先ず



手術々後食餌表と献立表の一試案 (i7J 

ないと考えられる．肝機能障碍がある場合があるがこ

れは消化良好なる食物を選ぶ中によってさけられる叉

術後の心臓衰弱， F設脱状態より来るものであるが主と

して目標とすぺ~は術後の発熱や手術の影考ようによ

る消化力減返，食慾不振であると考えられる．多くの

人々もこれ等の点に考察の重点を震いている．之を表

示すると第26表の如くなる．

第26表明廓成形術後食餌表

｜片平副J点円七~ I :fi 川 氏

当日｜絶食｜絶食 In匿叱惑｜茶果汁野菜スー
I I i心なく I7・ 議湯泊三品食

If直ち！iおまじり チキγ ス
流動髭｜三流動 ｜｛プ卵ザ乳果実

"" iパンバター趨芝生対

2日
流動食

3日 有熱J町 有熱!YI
4日

明斗暗三 乳食
II日のみ 聞のみ｜粥食池芸品斌

5日 粥支そ 粥食そ

6日 来汁 の後？干 の1~阿

7日 沼食 形j_5; I -1~：：虫食（適当強）

日日 普；ill食

9日

以上の点より否々も当日は1駅吐，悪心なくば流動

食，翌日流動食，次に有熟期間の時開食とし以後，普

通食とすべきものと思う．

11 むすび

否々は諸手術後の食餌療法を文献的に考察L，その

食鍔凝準を表示し，又一部献立表を作成した．しかし

ながら手術後食訴を支砲する条件は凡ゆる穆合医異な

る放に一つの基準と言うものが求め得られるものかど

うかは疑問とすべきでふる．それはどこまでも単なる

一つのモテりLに過乞ぬ．斯ような意味に於いてのみ

食混表は佼立つものと考える．更に食4耳献立表は必ず

しも献立表をその順序に並べるのでなく，食餌表に示

したそれぞれの食事硬度に応じた一つの料理法として

使用するとき， .li!Oち或は前後し，叉或る時l土量的な変

化を与えることによって大半の手Wr後に充分なる栄養

と，合併症の防止に役立つものであるものと思う． そ

して実際に使用してその改良を計りたい・

（本論文の要旨は共同研究者の1人島本が京都大学

外科教室在職中，昭和124年1l月京都外科集談会に於い

て発表した．）
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